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室開の興奮伝導時間 (PR間備)を、加iCG法による electricalPR interval (ePR) と日常的な心臓超音波検査









ePRと在胎週数では有意な相関があったむ品化G法による ePRは平均 100.2:!: 15.7 msec、LVinJout法によ
るmPRは平均 119.6:! 12.3 msec、SVC/aAo法による mPRは平均 120土 12.1msecと、 ePRとmPRの間には
対応のある t検定で有意差が認められた (P<O.OOOl)0 Bland-Altman解析では、平均差は LVinJout法で







間差 (preejectionperiod; PEP)があり、心房と心室の PEPの差がePRとmPRの差になったと考えられた。
本研究は、胎児房室ブロックのリスクのある、母体及び胎児への臨床応用が期待される。
審査の結果の要旨
本研究において、加にGにより、胎児の房室伝導障害をこれまでよりも正確に診断できる可能性が示され
た。今回得られた正常胎児 295例の ePR値は胎児不整脈解析における基礎データになると考えられる。こ
の点を大いに評価したい。審査会では、母体がシェーグレン症候群の胎児 15例の晶化G検査結果について
も質疑応答を行い、本研究の方向性・発展性についても了解した。
平成 23年 12月27日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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